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年
頭
の
ご
挨
拶 

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会 

 
 

会
長 

井
上 

作
雄 

新

年

あ

け

ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

関

西

石

川

県
人
会
連
合

会
の
皆
様
方

に
は
お
元
気

で
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
令
和
４
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
、
徐
々
に
緩
和
さ
れ

て
い
る
一
方
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
を

背
景
と
し
た
原
材
料
価
格
の
上
昇
や
円
安
、

電
気
料
金
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇

が
続
い
て
お
り
、
幅
広
い
業
種
に
お
い
て
、

影
響
が
深
刻
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
、
先
行
き
が
不
透
明
な
状
況
で
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
石
川
県
内
で
も
６
月
に

珠
洲
市
を
中
心
と
し
て
震
度
６
弱
の
地
震

や
８
月
に
は
加
賀
地
方
を
中
心
し
た
豪
雨

が
あ
り
、
故
郷
石
川
に
い
る
友
人
達
の
安
否

を
危
惧
す
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。 

我
々
の
県
人
会
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
令

和
４
年
６
月
に
定
例
総
会
が
３
年
振
り
に

盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
関
西
の
仲

間
と
久
し
ぶ
り
に
互
い
の
健
康
を
確
認
し
、

近
況
を
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ふ

る
さ
と
石
川
の
応
援
団
と
し
て
結
束
を
固

め
、
地
元
石
川
と
の
固
い
絆
の
も
と
郷
土
の

発
展
に
尽
く
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。
ま
た
、
各
県
人
会
の
総
会
が
３
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
私
も
来
賓
と
し
て
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
各
会
員
の
方

も
ま
だ
ま
だ
元
気
な
姿
を
拝
見
し
、
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

１
１
月
に
は
、
地
元
の
北
國
新
聞
社
の
呼

び
か
け
で
、「
い
し
か
わ
県
人
祭

i
n

大
阪
」

が
３
年
振
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
馳
知
事

を
始
め
多
く
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
の
も
と
、

関
西
で
活
躍
す
る
石
川
県
人
が
一
堂
に
会

し
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
一
年
延
期
と
な
っ
て
い
た
全
国
石

川
県
人
会
連
合
会
輪
島
大
会
が
６
年
ぶ
り

に
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
全

国
や
海
外
の
仲
間
と
「
い
し
か
わ
愛
」
を
育

く
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
大
変
喜
ば
し
い

限
り
だ
と
思
い
ま
す
。 

今
後
も
会
員
相
互
の
結
び
つ
き
を
強
め
、

ふ
る
さ
と
石
川
の
応
援
団
と
し
て
地
元
石

川
の
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。 

最
後
に
、
こ
の
１
年
の
会
員
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
ま
た
、
皆
様
の
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。 

  

 

総
会
だ
よ
り 

大
阪
能
登
互
助
会
が
総
会
を
開
催 

 

大
阪
能
登

互
助
会
の
設

立
７
０
周
年

の
節
目
と
な

る
総
会
が
令

和
４
年
５
月

２
７
日
に
大

阪
市
の
ホ
テ

ル
日
航
大
阪

に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

役
員
改
選

に
て
山
本
三

郎
会
長
が
再

任
さ
れ
、
発

足
当
時
か
ら 

支
え
て
く
れ
た
先
輩
方
に
感
謝
し
た
い
、
と

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
井
上
作
雄
県
人
会
連
合

会
長
と
山
森
力
県
大
阪
事
務
所
長
が
祝
辞

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
辻
口
信
良
連
合

会
副
会
長
の
乾
杯
で
始
ま
り
、
多
く
の
景
品

が
当
た
る
石
川
の
物
産
抽
選
会
が
開
催
さ

れ
、
参
加
者
に
大
変
盛
況
で
し
た
。
最
後
は
、

中
松
勝
彦
加
賀
浴
友
会
会
長
の
万
歳
三
唱

で
終
了
し
ま
し
た
。 

      

 

京
都
県
人
会
が
総
会
・懇
親
会
を
開
催 

  

京
都
石
川

県
人
会
の
総

会
が
令
和
４

年

６

月

５

日
、
京
都
市

のA
N
A

ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
京
都

に
て
、
約
８

０
名
が
出
席

し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

役
員
改
選

で
は
、
新
会

長
に
国
内
初

の
全
盲
の
弁

護
士
と
し
て

有
名
な
輪
島 

市
竹
下
義
樹
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
事
業
で
は
、
来
年
１
月
の
新
年
会
懇
親
会

の
開
催
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は
、
新
会
長
の
竹
下
氏
が
県
人

会
を
盛
り
上
げ
て
、
石
川
が
元
気
に
な
る
よ

う
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
き
た
い
、
旨
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
山
本
洸
大
県
観
光
企
画
課

長
、
松
浦
快
仁
京
都
府
広
報
課
長
が
祝
辞
を

述
べ
、
井
上
作
雄
石
川
県
人
会
連
合
会
長
の

発
声
で
乾
杯
し
ま
し
た
。
中
締
め
で
は
、
参

加
者
全
員
が
「
石
川
愛
」
の
掛
け
声
に
合
わ

せ
、
ロ
ー
マ
字
の
「I

」
の
ポ
ー
ス
を
取
っ
て
、

腕
を
真
上
に
突
き
上
げ
、
今
後
の
健
闘
を
称

え
あ
い
終
了
し
ま
し
た
。 
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関
西
ふ
る
さ
と
山
中
会
が 

総
会
・懇
親
会
を
開
催 

  

関
西
ふ
る

さ
と
山
中
会

の
総
会
が
令

和
４
年
６
月

２
６
日
に
、

大
阪
市
の
大

阪
第
一
ホ
テ

ル
で
開
か
れ

ま
し
た
。
約

３
０
名
が
出

席
し
、
今
後

も
ふ
る
さ
と

発
展
に
向
け

て
協
力
し
合

う
こ
と
を
誓

い
ま
し
た
。

須
谷
修
治
会

長
が
挨
拶
し 

新
家
直
樹
加
賀
市
山
中
温
泉
支
所
長
、
井
上

作
雄
関
西
石
川
県
人
会
連
合
会
長
が
祝
辞

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
前
川
昇
二
運
営
役
員

が
乾
杯
の
挨
拶
を
し
て
、
石
川
の
名
産
品
の

抽
選
会
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

  

関
西
羽
咋
会
が
総
会
・懇
親
会
を
開
催 

 

第
８
回
関
西
羽
咋
会
総
会
・
懇
親
会
が
大

阪
市
の
新
大
阪
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
４
４
名
が
出
席
し
、

上
田
數
義
副
会
長
が
司
会
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で

延
期
と
な
っ
た
た
め
、
令
和
元
年
度
か
ら
３

年
度
ま
で
の
実
績
報
告
、
４
年
度
の
活
動
計

画
、
予
算
案
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
新

会
長
に
は
、
会
長
代
行
だ
っ
た
安
藤
茂
氏
が

新
任
さ
れ
ま
し
た
。
就
任
挨
拶
で
は
、
ふ
る

さ
と
の
応
援
や
北
陸
新
幹
線
延
伸
な
ど
の

活
動
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

旨
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
回
は
、
岸
博
一
羽
咋
市
長
が
初

参
加
し
、
人
口
減
や
千
里
浜
海
岸
の
浸
食
対

策
、
羽
咋
駅
の
賑
わ
い
創
出
、
妙
成
寺
五
十

の
塔
の
国
宝
指
定
に
関
す
る
こ
と
な
ど
ふ

る
さ
と
羽
咋
市
内
の
近
況
を
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
浜
名
等
市
議
会
議
長
、
池
田
博
明
羽

咋
市
商
工
会
事
務
局
長
、
岡
部
茂
信
ふ
る
さ

と
関
東
羽
咋
会
副
会
長
、
三
井
孝
秀
気
多
大

社
宮
司
が
挨
拶
し
、
山
森
県
大
阪
事
務
所
長

が
乾
杯
発
声
し
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は
、
羽
咋
市
職
員
が
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
使
っ
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
等 

の
近
況
を

報
告
し
て

参
加
者
へ

P
R

し

ま

し
た
。 

ま
た
、

は
と
む
ぎ

焼
酎
な
ど

を
景
品
と

し
た
抽
選

会
が
実
施

さ れ
、
大
い

に
盛
り
上

が
り
ま
し

た
。
最
後

に
羽
咋
市

歌
を
一
同

斉
唱
し
て

会
員
の
結
束
を
確
か
め
て
終
了
し
ま
し
た
。 

 

北
大
阪
石
川
県
人
会
が 

総
会
・懇
親
会
を
開
催 

 

令
和
４
年
８
月
６
日
北
大
阪
石
川
県
人

会
に
第
７
回
総
会
・
懇
親
会
が
大
阪
市
淀
川

区
の
新
大
阪
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ

で
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
３
１
名
の
大
阪

府
北
部
１
４
市
３
町
の
県
出
身
者
が
集
ま

り
ま
し
た
。
役
員
改
選
で
元
田
昌
行
会
長
に

代
わ
り
、
新
会
長
に
輪
島
市
出
身
の
兵
庫
達

夫
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
兵
庫
会
長
の
挨

拶
の
後
、
山
森
力
県
大
阪
事
務
所
長
が
祝
辞

を
述
べ
、
上
林
正
一
郎
理
事
が
「
北
陸
新
幹

線
の
現
状
報
告
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
三
野
邦
彦
理
事
が
閉
会
挨
拶

を
し
ま
し
た
。 

懇

親

会

で
は
、
幸
田

陽
子
さ
ん

が
司
会
を

務
め
、
谷
内

田
栄
次
関

西
県
人
会

連
合
会
会

計
が
乾
杯

の
挨
拶
を

し
ま
し
た
。

中
締
め
が

上
田
數
義

副
会
長
、
最

後
に
、
辻
口

信
良
連
合

会
副
会
長

が
「
い
し
か

わ
愛
」
三
唱
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

   

神
戸
あ
す
な
ろ
会
が 

総
会
・懇
親
会
を
開
催 

 

神
戸
市

な
ど
阪
神

地
区
在
住

の
石
川
県

出
身
者
の

会
「
神
戸

あ
す
な
ろ

会
」
の
総

会
懇
親
会

が
令
和
４

年
９
月
６

日
に
ホ
テ

ル
モ
ン
ト

レ
神
戸
内 

の
レ
ス
ト 

ラ
ン
「
サ
ン
ミ
ケ
ー
レ
」
で
開
催
さ
れ
、
２

４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
に
よ
り
３

年
振
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
、
役
員
改
選

で
２
０
０
４
年
の
設
立
時
か
ら
会
長
を
務

め
ら
れ
た
鶴
来
紘
一
氏
が
相
談
役
と
な
り
、

能
川
弘
文
氏
が
新
た
に
会
長
と
し
て
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
が
開
催
さ
れ
な
か
っ
た

関
係
も
あ
り
、
令
和
２
年
度
と
３
年
度
の
会

費
徴
収
は
せ
ず
、
３
年
度
の
事
業
報
告
、
収

支
決
算
の
ほ
か
、
４
年
度
の
事
業
計
画
、
予

算
案
を
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
能
川
氏
が
、
３

月
に
金
沢
港
と
神
戸
港
が
ク
ル
ー
ズ
振
興

に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
を

紹
介
し
て
、
引
き
続
き
石
川
と
の
交
流
に
協

力
、
応
援
し
、
会
の
発
展
に
努
め
た
い
と
挨

拶
し
ま
し
た
。
来
賓
の
井
上
作
雄
関
西
石
川

県
人
会
連
合
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
て
、
鶴
来

前
会
長
の
功
労
に
感
謝
し
、
新
役
員
を
激
励

し
ま
し
た
。
山
森
力
県
大
阪
事
務
所
長
が
乾
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杯
発
声
し
て
、
越
村
一
雄
副
会
長
が
中
締
め

の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。 

 

 関
西
輪
島
会
が
総
会
・懇
親
会
を
開
催 

 

関
西
輪
島
会
の
総
会
が
令
和
４
年
１
０

月
３
０
日
に
大
阪
市
の
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ

グ
ラ
ス
ミ
ア
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
県

人
会
連
合
会
の
全
国
大
会
に
向
け
、
会
全
体

と
し
て
結
束
し
て
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。
兵
庫
達
夫
会
長
が
挨
拶
し
、

坂
口
茂
輪
島
市
長
、
井
上
作
雄
関
西
石
川
県

人
会
連
合
会
長
、
久
岡
政
治
輪
島
商
工
会
議

所
会
頭
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
森
裕
一
市 

議

会

議

長

が

乾

杯

発

声
し
、
山
森

県

大

阪

事

務
所
長
、
坂

本

哲

東

京

輪

島

会

が

挨
拶
し
、
東

孝

司

名

誉

会

長

が

中

締

め

し

て

お

開

き

と

な

り

ま

し

た
。 

  

関
西
珠
洲
会
が
総
会
・懇
親
会
を
開
催 

 

発
足
１
０
周
年
の
節
目
と
な
る
関
西
珠

洲
会
総
会
が
令
和
４
年
１
１
月
６
日
に
大

阪
市
の
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
大
阪
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
８
６
名
が
出
席
し
、
令
和
元
年
度

か
ら
の
事
業
報
告
や
収
支
報
告
、
事
業
計
画

な
ど
を
承
認
し
た
。
役
員
改
選
で
会
長
に
選

出
さ
れ
た
宮
崎
和
夫
が
挨
拶
で
、
ふ
る
さ 

と
と
関
西

の
懸
け
橋

と
な
る
よ

う
頑
張
り

た
い
、
と
述

べ
ま
し
た
。

泉
谷
満
寿

裕
珠
洲
市

長
、
山
森
力

県
大
阪
事

務
所
長
が

挨
拶
し
、
刀

祢
秀
一
珠

洲
商
工
会

議
所
会
頭

が
乾
杯
発

声
し
た
。 

馬
緤
キ
リ
コ
太
鼓
が
披
露
さ
れ
、
十
数
名

の
迫
力
あ
る
演
奏
で
会
を
大
い
に
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
井
上
作
雄
関
西
石
川
県
人
会
連

合
会
長
が
万
歳
三
唱
し
、
坂
本
成
昭
顧
問
が

閉
会
挨
拶
を
し
ま
し
た
。 

 

南
大
阪
県
人
会
が
総
会
・懇
親
会
を
開
催 

 

令
和
４
年
１
１
月
１
３
日
に
南
大
阪
石

川
県
人
会
総
会
が
堺
市
の
南
海
グ
リ
ル
天 

兆
閣
別
館
で
開
催
さ
れ
、
１
８
名
が
参
加
し
、

旧
交
を
深
め
ま
し
た
。
役
員
改
選
で
、
新
会

長
に
中
田
菊
則
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
中

田
氏
は
、
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
、
と

挨
拶 

し
ま
し
た
。

会
で
は
１ 

２
月
に
福
井

県
へ
の
懇
親

旅
行
を
実
施

す
る
こ
と
を

決

め

ま

し

た
。
山
森
力

県
大
阪
事
務

所
長
が
挨
拶

し
、
井
上
作

雄
関
西
県
人

会
連
合
会
長

が
発
声
乾
杯

し
ま
し
た
。

津
田
美
穂
幹
事
が
中
締
め
を
行
い
ま
し
た
。 

  

第
２
回
石
川
県
人
祭 

in

大
阪
開
催 

 

関
西
在
住
の
石
川
県
出
身
者
や
県
ゆ
か

り
の
人
が
集
ま
る
「
第
２
回
い
し
か
わ
県

人
祭i

n

大
阪
」
が
令
和
４
年
１
１
月
２
５

日
に
大
阪
市
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

大
阪
で
３
年
振
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
年
間
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
で
き
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
開
催
を
待
ち
望
ん
だ
方
も

多
く
、
約
５
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

デ
ビ
ュ
ー
３
０
周
年
を
迎
え
た
歌
手
保

科
有
里
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
で
開
幕
し
、

実
行
委
員
会
委
員
長
で
あ
る
井
上
作
雄
関

西
石
川
県
人
会
連
合
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
顧
問
の
北
國
新
聞
社
の
飛
田
秀
一
会

長
や
馳
浩
石
川
県
知
事
の
挨
拶
の
後
、
村

山
卓
金
沢
市
長
の
乾
杯
の
発
声
で
宴
が
ス 

タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
県
内

の
市
町
の
首

長
ら
が
各
市

町
の
出
身
者

の
テ
ー
ブ
ル

へ
出
向
き
盛

り
上
が
る
姿

や
、
参
加
者

が
ブ
ー
ス
出

展
し
た
企
業

や
店
舗
な
ど

と
異
業
種
交

流
す
る
姿
も

見
ら
れ
ま
し

た
。
出
席
者

は
漁
が
解
禁

さ
れ
た
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
、
加

賀
野
菜
の
五

郎
島
金
時
な

ど
の
い
し
か

わ
の
食
材
を

使
用
し
た
料

理
や
地
酒
を

味
わ
い
な
が

ら
、
ふ
る
さ 

と
談
議
に
花

を
咲
か
せ

て
、
旧
交
を
温
め
て
い
ま
し
た
。 

伝
統
工
芸
品
や
宿
泊
券
が
賞
品
の
お
楽

し
み
抽
選
会
で
盛
り
上
が
っ
た
後
、
最
後

に
辻
口
信
良
県
人
会
連
合
会
副
会
長
の
発

声
で
「
い
し
か
わ
愛
」
を
三
唱
し
、
締
め
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く
く
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
約
５
０
０
人

は
、
北
陸
新
幹
線
の
大
阪
ま
で
の
早
期
全

線
開
業
を
見
据
え
て
、
ふ
る
さ
と
石
川
の

応
援
団
と
し
て
結
束
を
固
め
、
地
元
石
川

と
の
固
い
絆
の
も
と
郷
土
の
発
展
に
つ
く

し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

全
国
県
人
会
連
合
会

輪
島
大
会
開
催

第
１
６
回
全
国
県
人
会
連
合
会
輪
島
大

会
が
、
令
和
４
年
１
１
月
２
７
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
大
会
開
催
は
５
年
に
一
度

の
開
催
で
、
当
初
は
昨
年
に
予
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
１
年
延
期
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

関
西
か
ら
は
、
総
勢
５
１
名
が
、
前
日
２

６
日
か
ら
大
阪
駅
を
出
発
し
、
コ
ス
モ
ア
イ

ル
羽
咋
な
ど
の
観
光
地
を
巡
り
、
夜
に
は
、

輪
島
市
内
で
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
な
ど
の
郷
土
料

理
を
存
分
に
堪
能
し
な
が
ら
、
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

翌
２
７
日
の
式
典
で
は
、
輪
島
市
文
化
会

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
県
人
会
連
合
会

の
石
田
寛
人
会
長
は
、
開
会
の
辞
で
「
コ
ロ

ナ
を
乗
り
越
え
、
集
ま
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
ふ
る
さ
と
石
川

の
応
援
団
と
し
て
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」 

と
述
べ
、
前
田
利
祐
名
誉
会
長
が
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
県
人
会
や
郷
土
の
発
展

に
尽
力
し
た
３
１
人
に
知
事
表
彰
、
４
６
人

に
会
長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
西
田
昭

二
国
土
交
通
政
務
官
、
宮
本
周
司
財
務
政
務

官
、
石
田
忠
夫
県
議
会
議
長
が
順
に
祝
辞
が

あ
り
、
坂
口
茂
輪
島
市
長
が
歓
迎
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
「
郷
土
石
川
県
の
経
済
・
文

化
・
観
光
な
ど
の
発
展
と
人
材
育
成
に
協
力

支
援
す
る
」

と
の
大
会
決

議
を
採
択
し
、

閉
会
宣
言
で

は
、
井
上
作
雄

関
西
石
川
県

人
会
連
合
会

会
長
と
辻
口

信
良
副
会
長

の
呼
び
か
け

で
参
加
者
全

員
が
「
い
し
か

わ
愛
」
を
三
唱

し
ま
し
た
。

続
く
懇
親

会
は
、
サ
ン
ア

リ
ー
ナ
で
開

か
れ
、
馳
浩
知

事
と
近
藤
和

也
衆
院
議
員

が
祝
辞
を
贈

ら
れ
ま
し
た
。

国
内
外
の
石

川
県
人
会
員

約
３
０
０
人

が
、
ふ
る
さ
と

石
川
を
想
い
、

ふ
る
さ
と
の

絆
を
大
切
に

し
、
ふ
る
さ
と

に
恩
返
し
し
て
い
く
こ
と
を
再
確
認
し
つ

つ
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

知
事
年
頭
の
挨
拶

石
川
県
知
事

馳

浩

明
け
ま

し
て

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

令
和
５

年
の

年
頭
に
あ
た
り
、

県
人
会
の
皆
様

に
、
謹
ん
で
新
春

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
は
、

平
素
か
ら
ふ
る
さ
と
石
川
を
気
に
か
け
て

い
た
だ
き
、
令
和
４
年
６
月
の
能
登
地
方
で

の
最
大
震
度
６
弱
を
観
測
す
る
地
震
や
、
８

月
の
加
賀
地
方
を
中
心
と
し
た
記
録
的
な

豪
雨
の
際
に
も
、
温
か
い
励
ま
し
や
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

令
和
４
年
１
１
月
に
は
、
６
年
ぶ
り
と
な

る
全
国
石
川
県
人
会
連
合
会
大
会
が
輪
島

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
は
も
と

よ
り
、
海
外
か
ら
も
多
数
の
県
人
会
の
皆
様

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
改
め
て
、
ふ
る
さ
と

石
川
を
応
援
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
と
の

絆
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
北
陸
新
幹
線
の
県
内
全
線
開
業
と

な
る
令
和
６
年
春
ま
で
１
年
余
り
と
な
り

ま
し
た
。
県
で
は
、
開
業
効
果
の
最
大
化
に

つ
な
げ
る
べ
く
、
開
業
に
よ
り
北
陸
三
県
が

１
時
間
圏
内
で
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
る
相

乗
効
果
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
の
連

携
強
化
に
取
り
組
む
ほ
か
、
本
県
の
最
大
の

強
み
で
あ
る
「
文
化
・
歴
史
・
食
」
と
い
っ

た
文
化
資
源
を
観
光
誘
客
に
つ
な
げ
る
「
文

化
観
光
」
を
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
令
和
５
年
５
月
に
は
、
Ｇ
７
教
育

大
臣
会
合
が
富
山
県
と
共
同
で
開
催
さ
れ

る
ほ
か
、
１
１
月
に
は
第
３
８
回
国
民
文
化

祭
及
び
第
２
３
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化

祭
で
あ
る
「
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０

２
３
」
の
開
催
も
控
え
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
絶
好
の
機
会
も
捉
え
て
、
積
極
的
に
国

内
外
に
石
川
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

県
人
会
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
、
里
帰
り
も

兼
ね
て
ふ
る
さ
と
石
川
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
そ
の
魅
力
を
心
ゆ
く
ま
で
ご
堪
能
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
今
後
と
も
石
川
の
応
援
団

と
し
て
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
県
人
会
の
皆
様
に
と
っ
て
、
こ

の
１
年
が
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
県
人
会
の
益
々
の

ご
発
展
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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関
西
だ
よ
り

甲
子
園
情
報

第
百
四
回
の
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大

会
に
星
稜
高
校
が
出
場
し
ま
し
た
。
初
戦
は

大
会
第
二
日
の
令
和
４
年
八
月
七
日
、
激
戦

区
愛
知
県
代
表
で
イ
チ
ロ
ー
元
選
手
を
輩

出
し
た
愛
知
工
業
大
学
名
電
高
校
（
愛
工
大

名
電
）
と
対
戦
し
、
名
門
校
対
決
と
し
て
注

目
の
好
カ
ー
ド
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
時
か
ら
十
三
時
に
か
け
て
真
夏
の

炎
天
下
と
い
う
厳
し
い
条
件
で
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
選
手
も
観
客
席
の
応
援
も
熱
中
症
が

心
配
さ
れ
る
中
で
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

星
稜
先
発
投
手
の
不
安
定
な
立
ち
上
が
り

を
愛
工
大
名
電
は
見
逃
さ
ず
、
二
回
ま
で
に

十
対
〇
と
決
定
的
な
大
差
で
離
さ
れ
て
し

ま

い

ま

し

た
。
星
稜
は

中
盤
に
一
矢

報
い
た
も
の

の
、
十
四
対

二
で
初
戦
敗

退
と
な
り
ま

し
た
。

県
人
会
は

応
援
団
を
結

成
し
、
ア
ル

プ
ス
席
か
ら

熱
い
応
援
の

気
持
ち
を
届

け
ま
し
た
。

高
校
ラ
グ
ビ
ー
、
開
催
！ 

令

和

４

年
年
末
か

ら
新
春
に

か
け
て
行

わ
れ
て
い

る
第
百
二

回
全
国
高

校
ラ
グ
ビ

ー
大
会
で

し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡

大
の
影
響

を
受
け
、

無
観
客
試

合
が
続
き

ま

し

た

が
、（
令
和

３
年
度
は

準
々
決
勝

以
降
有
観

客
）
令
和

４
年
度
は

全
試
合
が

有
観
客
で

の
開
催
と

な
り
ま
し

た
。石

川
県

か
ら
は
１
８
回
連
続
と
な
る
日
本
航
空
石

川
が
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
１
２
月
２
６
日
に
は
、
井
上
会

長
を
は
じ
め
県
人
会
関
係
者
が
奈
良
市
内

の
宿
舎
を
訪
れ
、
翌
日
初
戦
を
控
え
る
選
手

た
ち
へ
の
激
励
を
行
い
ま
し
た
。

〇
結
果

一
回
戦

１
２
月
２
７
日

日
本
航
空
石
川

２
９

×
 
 

１
０

北
見
北
斗
（
北
北
海
道
） 

二
回
戦

１
２
月
３
０
日

日
本
航
空
石
川

１
９

×
 

２
７

長
崎
北
陽
台
（
長
崎
）
。 

第
五
回
関
西
石
川
県
人
会 

連
合
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催
！ 

第
５
回
関
西
石
川
県
人
会
連
合
会
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
は
令
和
４
年
９
月
１
６
日
、
兵

庫
県
の
宝
塚
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
６
組
２
４

名
が
参
加
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

優
勝
は
木
田

潔
（
東
大
阪
石
川
県
人
会
）

準
優
勝
は
島

俊
治
（
東
大
阪
石
川
県
人
会
）

３
位
は
田
嶋

隆
司
（
関
西
小
松
会
）
で
し

た
。コ

ン
ペ
後
の
表
彰
式
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
を
考
慮
し
た
形
式
で
行

い
、
会
食
等
で
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
回
の
コ
ン
ペ
開
催
用
に
関
西
石
川
県

人
会
連
合
会
長
の
井
上
作
雄
様
よ
り
寸
志

を
頂
き
ま
し
た
。

尚
、
第
５
回
関
西
石
川
県
人
会
連
合
会
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
７
組
程
度
の
参
加
者
を
予

定
し
て
、
令
和
５
年
１
０
月
６
日
（
金
）
に

奈
良
県
の
万
壽
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
を
報
告
し
て
閉
会
し
ま
し

た
。
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市
町
だ
よ
り

○
金
沢
市

金
沢
市
で
は
、
金
沢
の
工
芸
の
魅
力
を
発

信
す
る
た
め
、
金
沢
を
拠
点
に
活
動
す
る
工

芸
の
つ
く
り
手
や
つ
な
ぎ
手
の
方
に
参
加

を
呼
び
か
け
、
作
品
や
工
芸
作
家
の
経
歴
な

ど
の
情
報
を
「
金
沢
市
デ
ジ
タ
ル
工
芸
展
」

と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
七
尾
市

七
尾
市
を
舞
台
と
し
た
漫
画
「
君
は
放
課

後
イ
ン
ソ
ム
ニ
ア
」
の
ア
ニ
メ
放
送
が
、
今

年
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

実
写
映
画
も
公
開
さ
れ
る
予
定
で
、
全
国

の
多
く
の
方
に
七
尾
を
知
っ
て
も
ら
え
る

機
会
と
な
り
ま
す
。

十
月
か
ら
は
「
い
し
か
わ
百
万
石
文
化

祭
２
０
２
３
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
市
で

は
、
七
尾
出
身
の
絵
師
、
長
谷
川
等
伯
を
主

人
公
に
し
た
演
劇
「
等
伯
」
を
無
名
塾
が
公

演
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
様
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
小
松
市 

・
初
夏
の
風
薫
る
五
月
に
開
催
さ
れ
る
お

旅
ま
つ
り
。
見
ど
こ
ろ
は
二
百
五
十
年
以
上

の
間
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
曳
山
子

供
歌
舞
伎
上
演
で
す
。
開
催
予
定
日
：
令
和

五
年
五
月
十
二
日
（
金
）
～
十
四
日
（
日
） 

・
「
歌
舞
伎
の
ま
ち
こ
ま
つ
」
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
す
べ
く
開
催
し
て
い
る
日
本
こ

ど
も
歌
舞
伎
ま
つ
り
ｉ
ｎ
小
松
も
必
見
で

す
。
開
催
予
定
日
：
令
和
五
年
五
月
四
日
（
木

祝
）・
五
日
（
金
祝
）

〇
輪
島
市 

世
界
農
業
遺
産
「
能
登
の
里
山
里
海
」
を

代
表
す
る
棚
田
・
白
米
千
枚
田
。

「
あ
ぜ
の
き
ら
め
き
」
は
こ
の
棚
田
を
舞

台
に
開
催
さ
れ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

令
和
五
年
三
月
十
二
日
ま
で
の
期
間
、
毎

晩
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。
四
季
の
移
ろ

い
を
４
つ
の
色
で
表
現
し
、
幻
想
的
な
世
界

を
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す
。

点
灯
時
間
の
目
安
：
日
没
か
ら
４
時
間

○
加
賀
市

無
人
化
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
大
聖
寺
駅
の
再
生

に
取
り
組
み
、
昨
年
６
月
に
「
大
聖
寺
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
施
設

内
に
は
、
高
校
生
や
地
域
の
人
、
テ
レ
ワ
ー

カ
ー
が
気
軽
に
自
習
や
テ
レ
ワ
ー
ク
が
で

き
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
、

大
阪
で
有
名
な
パ
ン
店
も
出
店
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
大
聖
寺
駅
が
、

新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す

〇
珠
洲
市 

今
年
９
月
２
日
か
ら
１
０
月
２
２
日
に
か

け
て
「
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
２
０
２
３
」
を

開
催
し
ま
す
。

珠
洲
に
蓄
積
さ
れ
た
生
活
様
式
が
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
市
民
の
協
働
に
よ
っ
て
、
珠
洲

の
新
し
い
文
化
と
し
て
芽
吹
き
ま
す
。

文
化
と
最
先
端
の
美
術
が
響
き
合
う
芸
術

祭
を
、
ぜ
ひ
ご
体
験
く
だ
さ
い
。

■
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
推
進
室

☎
０
７
６
８
―
８
２
―
７
７
２
０

〇
羽
咋
市 

令
和
６
年
夏
開
業
予
定
の
「
羽
咋
駅
周
辺

賑
わ
い
交
流
拠
点
」
施
設
整
備
は
、
長
者
川
、

周
遊
道
路
の
整
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま

す
。
昨
年
、
工
事
現
場
の
見
学
ツ
ア
ー
を
実

施
し
、
市
内
の
親
子
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ

り
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

千
里
浜
Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発
事
業
に
つ
い
て

は
、
名
称
を
「
千
里
浜
ヒ
ル
ズ
開
発
事
業
」

と
決
定
し
、
令
和
５
年
２
月
に
第
１
期
宅
地

分
譲
の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

〇
か
ほ
く
市 

令
和
四
年
十
二
月
二
十
七
日
に
、
東
京
ヤ

ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の
奥
川
恭
伸
選
手
を

か
ほ
く
市
ふ
る
さ
と
大
使
に
委
嘱
し
ま
し

た
。今

後
は
、
機
会
を
捉
え
て
か
ほ
く
市
の
特

産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
将
来

的
に
は
少
年
野
球
教
室
や
市
民
ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
な
ど
市
民
の
皆
様
と
交
流
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

〇
白
山
市 

新
幹
線
車
両
整
備
工
場
を
常
設
見
学
で

き
る
初
め
て
の
施
設
「
（
仮
称
）
白
山
市
立
鉄

道
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
が
昨
年
８
月
に
着

工
。
令
和
６
年
春
の
竣
工
に
向
け
、
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
３
月
に
は
愛
称
を
募
集
す

る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

１
年
遅
れ
と
な
っ
た
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
の
現
地
審
査
を
終
え
ま
し
た
。
認
定
の

可
否
は
５
月
開
催
予
定
の
ユ
ネ
ス
コ
執
行

委
員
会
に
お
い
て
決
定
し
ま
す
。

〇
能
美
市 

令
和
五
年
秋
に
は
、
い
し
か
わ
百
万
石
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
能
美
市
で
は
、
十

月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
古
墳
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
全
国
の
古
墳
写
真
展
、
九
谷
焼
ツ
ア

ー
、
国
際
交
流
ひ
ろ
ば
な
ど
十
一
の
事
業
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ま
で
お

越
し
い
た
だ
き
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
能
美
市
大
図
鑑
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
開
設
し
、
市
内
飲
食
店
や
お
土
産
品
、
ふ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
な
ど
能
美
の
魅
力
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
フ
ォ
ロ
ー
を
お

願
い
し
ま
す
。

▲芸術祭公式サイト  
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〇
野
々
市
市 

1
1

月
か
ら
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「L

I
N
E

」
に

よ
る
情
報
発
信
を
は
じ
め
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
情
報
や
健
康
情
報
な
ど
、
市
の
最
新
情
報

を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
ま
た
は

I
D

検
索
か

ら
、
ぜ
ひ
「
友
だ
ち
登
録
」
を
お
願
い
し
ま

す
！〇

津
幡
町 

町
内
初
の
屋
内
温
水
プ
ー
ル
が
住
吉
公

園
内
に
今
春
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

愛
称
は
「
ア
ザ
レ
ア
」
。
町
の
花
ツ
ツ
ジ
か

ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

温
水
プ
ー
ル
を
は
じ
め
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
や
ス
タ
ジ
オ
な
ど
も
充
実
し
て

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
方
の
健
康
づ
く

り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

問
合
先

津
幡
町
住
吉
公
園

屋
内
温
水
プ
ー
ル
「
ア
ザ
レ
ア
」

〇
七
六
―
二
八
八
―
七
〇
一
一

〇
内
灘
町 

一
月
四
日
か
ら
、
内
灘
町

L
I
N
E

公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
の
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
町

の
役
立
つ
情
報
を
配
信
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ

さ
い
。

登
録
は
こ
ち
ら
→

昨
年
七
月
に
道
の
駅
内
灘
サ
ン
セ
ッ
ト

パ
ー
ク
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
地
元
内
灘
の
特
産
品
を
は
じ
め
、
県

内
各
地
の
美
味
し
い
も
の
が
ギ
ュ
ッ
と
集

ま
っ
た
道
の
駅
で
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

〇
志
賀
町 

三
月
二
十
五
日
（
土
）、
十
六
時
か
ら
二

十
時
ま
で
「
志
賀
花
火
大
会
」
を
開
催
し

ま
す
！
場
所
は
、
道
の
駅
こ
ろ
柿
の
里

し
か
で
、
屋
台
・
縁
日
も
出
店
予
定
。
全

長
３
百
メ
ー
ト
ル
に
挑
む
花
火
と
志
賀

の
太
鼓
が
織
り
な
す
体
感
型
花
火
大
会

で
す
。（
十
九
時
半
か
ら
打
上
） 

詳
し
く
は
、
志
賀
町
商
工
会

☎
０
７
６
７
―
３
２
―
１
０
０
２

〇
宝
達
志
水
町 

令
和
四
年
十
一
月
に
、
初
め
て
の
宝
達
志

水
大
花
火
が
開
催
さ
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
音

楽
ス
タ
ー
マ
イ
ン
は
多
く
の
人
に
感
動
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

花
火
大
会
の
前
に
は
、
オ
ム
ラ
イ
ス
や
宝

達
葛
の
く
ず
湯
、
紋
平
柿
の
販
売
、
宝
達
志

水
す
ぎ
の
子
太
鼓
や
末
森
城
太
鼓
が
披
露

さ
れ
、
会
場
は
大
盛
況
で
し
た
。

令
和
五
年
十
月
も
花
火
大
会
を
開
催
予

定
で
す
。
ぜ
ひ
皆
様
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

町
商
工
観
光
課

○
七
六
七
ー
二
九
ー
八
二
五
○

〇
能
登
町 

・
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０
２
３

・
令
和
５
年
１
０
月
（
予
定
）
国
内
外
の

文
化
芸
術
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
的
と
し
、 

石
川
県
の
全
市
町
を
会
場
に
地
域
固
有
の

多
彩
な
文
化
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

能
登
町
で
は
、
伝
承
娯
楽
「
ご
い
た
」

全
国
大
会
、
能
登
発
酵
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
、
能
登
町
教
育
委
員
会
へ

☎
０
７
６
８
―
６
２
―
８
５
３
７

〇
穴
水
町 

冬
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
牡
蠣
で
す
が
、
穴

水
の
牡
蠣
は
春
ま
で
楽
し
め
ま
す
。
「
穴
水

ま
い
も
ん
ま
つ
り
冬
の
陣
・
か
き
ま
つ
り
」

は
５
月
７
日
（
日
）
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
北
陸
最
大
級
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト

「
雪
中
ジ
ャ
ン
ボ
か
き
ま
つ
り
」が
２
月1

1

日
（
土
）、1

2

日
（
日
）
に
開
催
予
定
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
穴
水
町
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

県
事
務
所
だ
よ
り

「き
ま
っ
し
石
川
！
ま
い
も
ん
市
」 

観
光
と
物
産
展
を
開
催
し
ま
し
た
。 

１
１
月
２
日
に
、
大
阪
事
務
所
観
光
物
産

展
を
開
催
し
ま
し
た
。
ほ
っ
と
石
川
な
に
わ

館
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
に
「
ひ
ゃ
く

ま
ん
穀
」
の
お
に
ぎ
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
地

酒
な
ど
が
当
た
る
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
、
北
新
地
駅
地
下
の
「
そ
ね

ち
か
」
で
も
、
五
郎
島
金
時
の
「
ほ
く
ほ
く

焼
き
芋
」
や
加
賀
れ
ん
こ
ん
な
ど
の
農
産
物

販
売
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
能
美
市
が
、
九
谷
焼
の
破
片
を
装

飾
す
る
陶
器
ア
ク
セ
サ
リ
ー
「
は
っ
ぴ
ー
す
」

の
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

県
人
会
の
方
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
に
来

場
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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